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2© 題 目 : 相互作用の幾何、トレース付きモノイダル圏と非明示的計算量

(英文名 : Geometry of Interaction, Traced Monoidal Categories and Implicit Complexity )

3©実施期間 : 平成 21年 8月 24日～平成 21年 8月 28日（ 5日間）

4©参加者数 : 21名 （内、外国人 6名)

5©講 演 数 : 17コマ (内、英語で行なわれたもの 17コマ)

6©研究集会の概要 (開催目的、成果など) :

1988年に Girardが発表した相互作用の幾何 (Geometry of Interaction, GoI)はカット除去のダイナミズムを
捉える事を目的とした線形論理の幾何学的モデルである。その後、Abramsky, Haghverdi, Scottらの分析によ
り GoIは Joyal, Street, Verityらのトレース付きモノイダル圏という抽象的な枠組みで展開できることが示さ
れ、公理的な形で GoIは整理された。さらに、Lampingの考案したラムダ計算の最適簡約のモデルと GoIが
非常に良く対応している事が分かり (Gonthier, Abadi, Levy 1992)、また 1990年代に台頭した非明示的計算
量の理論においては Dal Lago, Schoeppらの最近の研究からGoIが革新的成果につながる可能性のある有用な
ツールであると認識されつつある。
それぞれの方面で先駆的な仕事をした研究者が今回の合宿型セミナーに参加し、最先端の研究成果に関する講
演を行った。特に、海外の研究者による講演が大半を占めており、十分国際的な研究集会となった。合宿型セ
ミナーという形態のおかげで、GoIを異なる立場で研究する研究者の間の相互理解と情報交換の場を設けるこ
とができ、実りある研究集会となった。
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7© 講究録を □ 発行する □X 発行しない

※発行する場合: 原稿完成予定時期 平成 年 月 日頃

8© 講究録以外の方法で報告集を発行する場合 :

タイトル:

出 版 社: 出版予定時期：平成 年 月 日頃

9© 専門誌等による場合 :

主要な論文リスト (掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可)

※２～３ページ目に研究集会実施 プログラム添付 (Ａ４版）
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